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§１．研究成果の概要 
 

 本研究提案では、主観的時間を操作するため、時間情報処理に関連する脳領域 1,2)に対して刺

激を与えて脳活動を操作する手法を検討している。我々の 2020 年度の研究では、単一の刺激が

一定時間継続する「継続時間」と、短い複数の刺激の呈示時間の間隔を表す「間隔時間」では、そ

れぞれ別々のニューロン群によって表現されている可能性が示された。このことから、これらの異な

る刺激フォーマット間では脳における「学習の効率」も異なる可能性があると考え、2021 年度はこの

仮説を検証する実験を実施した。その結果、継続時間では学習による弁別閾値の変化がほとんど

生じないのに対して、間隔時間の学習においては有意な閾値の低下が見られた。この結果は異な

る刺激フォーマットによって示される時間長の学習効率に違いがあることを示唆しており、継続時

間と間隔時間の神経基盤の乖離を示した 2020 年度の研究結果をさらに支持する結果となった。 

 

 また、主観的時間を脳刺激によって制御する技術を確立するため、2021 年度は時間長の推定

精度を変化させることができる脳領域・刺激法を特定するために、経頭蓋静磁場刺激（tSMS）およ

び 4 連発磁気刺激（QPS）を用いて実験を行った。まずは QPS の効果についての基礎的な検証を

行い、促進・抑制の効果が想定通りに再現されることが確認された。3)また、tSMS についても同様

に実験を行い、刺激中に直下の脳領域で活動の抑制が起きている可能性が示唆された。これらの

実験結果を踏まえ、QPS および tSMS による時間の推定精度への影響についての予備的検討を

行った。その結果、QPS および tSMS のどちらを用いた場合でも、下頭頂小葉および補足運動野を

刺激した際に時間長の推定精度に変化が見られたことから、これらの脳領域がどちらも時間感覚

に対して因果的に寄与していいる可能性が示唆された。 
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